森水無八幡神社

森水無八幡神社は西暦 4 世紀の仁徳天皇の時代に創建されたとされています。この神社は弓と戦いの神である八幡神を祀っています。この神社は12世紀の木の彫像一式などいくつかの文化財を所有しています。境内には数多くの古杉が生い茂っており、この神社の長い歴史を象徴しています。

文化的伝統と文化財
この神社は田んぼの神様（田の神）感謝する毎年恒例の市全体で行われる田の神祭りのメインの場所です。毎年 2 月 14 日には踊りや儀式を通して下呂の農業の伝統に敬意を表すためにこの神社に踊り子、信者、観客が集まります。

神社所有の最も貴重な所有物の 1 つは12世紀 に飛騨国（現在の岐阜県）の職人によって彫られた木像群です。これら高さは 30-60 センチメートルの 10 体の小像にはさまざまな神が描かれています。これらは祭りの期間と大晦日にのみ展示されます。これらの小像は重要文化財に指定されています。

神社本殿の近くには神道の祭りで使用される神聖な輿、神輿が保管されています。この神輿は江戸時代（1603年-1867年）に京都から運ばれたものです。重さは約600kgあり、運ぶには16人が必要です。

本殿の近くには商船乗りの神様である金毘羅権現を祀る祠があります。この神社は校倉造りで建てられており、奈良の正倉院をモデルにしたと言われています。校倉は面取りした丸太を丸太小屋スタイルで積み上げて壁を形成する日本の伝統的な建築様式です。この建築法では湿度に応じて木が膨張・収縮するため、建物内のものをより良い状態で保管する一助になります。

杉の今昔
かつて境内には夫婦杉がありましたが、そのうちの一本のみが残っています。周囲は6.34メートルで、樹齢は数百年と考えられています。

神社には昔、樹齢二千年を超えるもう一本の有名な杉の木がありました。この古代の杉は周囲13メートルあり、南にある六ツ見橋（文字通り「六景の橋」）の名前の由来となった下呂六景の一つと考えられていました。残念ながらこの木は 1952 年の火災で部分的に焼失し、最終的には 1990 年に倒壊しました。代わりに若い木が植えられ、元の杉を記念する銘板が建てられています。
